
植物

種　　名
カミガモソウ
（Gratiola fluviatilis）

指定の理由 ニホンジカの食害により絶滅のおそれがある。

形　　態

湿地に生える一年草。高さ10-30cm。葉は対生し、葉柄は4-10mm。
葉身は卵形または倒卵形、長さ15-40mm、幅7-20mm、3脈あり、鈍
頭。花は8-10月、茎の上部の葉腋に各1個つく。開放花と閉鎖花があ
る。萼は5深裂、花冠は白色、筒型で長さ5mm。

生育分布状況 高知県内では室戸市でのみ確認されている。

種の存続を脅かす要因 ニホンジカによる食害

保護に関する指針
県内全域において知事の許可を受けた場合以外は、当該種の採取
等を禁止するものとする。

高知県レッドデータブッ
ク掲載状況

CR（絶滅危惧ⅠA類）

高知県希少野生動植物
保護基本方針該当項目

ア　その存続に支障を来す程度に個体数（生息・生育密度含む）の減
少が顕著な種
イ　生息・生育地における環境条件が著しく悪化若しくは消滅しつつあ
る種

写真ください

写真提供：高知県立牧野植物園  
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